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似た最適視差を有していた。これら通常の RDS に対する応答に比べて、輝度反転 RDS に対する応答の視差感受性曲
線の振幅は有意に小さかった。輝度反転による感受性曲線の振幅の低下は、時間経過に変化はなく、神経応答の潜時
に依存しなかった。以上の V4 ニューロンのデータとは対照的に、これまでの報告によると Vl 野と MT 野ニューロ






視覚システムが行っている重要な仕事の一つは、網膜における空間的に 2 次元の 2 枚の外界投影像から、眼前の 3
次元世界の構造を構築することである。ヒトの両眼は左右に 6-7 cm 離れており、異なった角度から世界を見ている
ことに起因して、左右の網膜像にはわずかな位置ずれが生じている。この位置ずれは両眼視差と呼ばれ、脳が視覚対
象物の立体構造を復元する上で、もっとも正確な手がかりを与える。両眼視差情報は、一次視覚野で検出された後、大
脳皮質の数多くの視覚領野へと送られる。本論文は、サルの後頭一側頭経路 u腹側経路J) の中段、 V4 野における
両眼視差情報処理の内容を、単一神経細胞の視覚反応を記録・解析することで、解明を試みたものである。
コンピュータディスプレー上の 1 点を注視している最中のサルの V4 野単一神経細胞から活動電位を細胞外記録し
た。ランダムドットステレオグラム (RDS) のドットの一部に両眼視差をあたえ、両眼視差の量を変えたときの V4
細胞の反応変化を解析した。ダイナミック RDS には単眼性位置ずれをともなわずに両眼視差を与えることができる。




反転 RDS に対する V4 細胞の反応を調べた。輝度反転 RDS では、左眼像と右眼像の大域的な対応をとることができ
ず、ヒトもサルも奥行きを感じることができない。 V4 野細胞は、輝度反転 RDS に含まれる両眼視差には反応しなか
った。この性質は、輝度反転RDS に含まれる両眼視差に反応してしまう一次視覚野細胞や頭頂葉経路の MT野やMST
野の細胞の性質とは大きく異なり、 V4 野において両眼像対応の処理が一段と進んでいることを示している。
上記の結果は、霊長類大脳における両眼視差情報処理過程に関する理解を進め、両眼立体視の脳内メカニズム解明
にむけての重要な知見を提供した。博士(工学)の学位論文として価値あるものとして認める。
